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4月竜王こども園開園

6月 「議会ICT化特別委員会」を設置

7月 国民スポーツ大会スポーツクライミング競技開催地に決定

9月 議会広報特別委員会視察研修（東京都•町村議会広報研修会等）

11月蒲生郡町村議会議長会国要望

12月 ケンケト祭りがユネスコ無形文化遺産に登録

3月 ドラゴンボルタリングジム供用開始

6月 教育民生常任委員会視察研修（鹿児島県南さつま市）

9月 竜王町議会議員一般選挙

探廷誤駁会命砕符傑守

⑧ 議会だより No.205
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10月第17期竜王町議会スタート

議長に小西久次氏、副議長に森島芳男氏が就任

12月 新型コロナウイルス感染症が中国で初報告

1月 議会報告会開催（健康推進具との意見交換）

4月 全国に新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言発令

10月 チョイソコりゅうおう運行開始

11月蒲生郡町村議会議長会国要望

薪

3月議会音声インターネット (YouTube)配信開始

4月第六次竜王町総合計画スタート

5月新型コロナワクチン集団接種開始

5月 2020東京オリンピック聖火リレー

10月第17期竜王町議会役員改選
議長に貴多正幸氏、副議長に澤田満夫氏が就任

11月蒲生郡町村議会議長会国要望
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主 な 質 疑 応 答 8良定例会
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近江うし丸

指定管理者制度とは

公の施設の管理運営を株式会社や

財団法人などの団体に包括的に代

行させることができる制度だよ！

圏

報
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の
か
。

現在の指定管理施設は

ふれあいプラザ（鵜川、弓削、鏡、岡屋）、農村

運動広場、妹背の里、総合運動公園、地域産業研

修センター、農林公園、田園資料館、農村環境改

善センター、道の駅竜王かがみの里、シルバーワー

クプラザ、国民健康保険診療所（医科）。

8月定例会が 8月10日から 9月 1日までの23日間の会期で開催されました。

条例案件4件、補正予算5件、決算認定2件、調停に代わる決定 1件、人事案件3件、

報告案件2件、その他 1件が上程され、原案どおり全員賛成で可決しました。

主な内容（事業）

交流9

1 —, 」万円·’~•919

こども新生活応緩給fiJ金
200万円
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教育民生常任委員会 総務産業建設常任委員会

厨竜王小学校基本計画（案）の進捗について I 

｀ ◇竜王小学校基本設計（案）について
＊業者選定：竜王小学校建設基本設計実施設計業務についてはプロポーザル方式により提案書の内

容を踏まえ、業者を決定した。

＊基本目標： ①あたたかさとやさしさのある学校 ②学びがつながる・広がる学校

③地域とともにある学校

＊今後の予定： 8月に基本設計のとりまとめ・基本設計が完了後に実施設計着手・建築確認申請の手

続きを行う予定。

《報告事項》 8月24日に竜王小学校基本設計（案）の変更事項について報告を受けた。

主な質疑応答

⑮ 竜王小学校建設を進めるにあたっては、予算等について議会の承認が必要になるため、今後におい

ても進捗状況に応じた丁寧な説明をしてもらいたいが、町の考えは。

◎ これまで積み上げてきたことの経過も含めて丁寧な説明をしていく。

ヽ .,,. 

環聞暑諏判讀嗣l剛暑血附噸甘翻＂
◇子ども・子育て支援事業計画 計画期間：令和 2年度～TJ

基本目標

①子育て家庭を支える教育・保育事業の提供体制づくり

②子どもを産み、育てやすい濃境づくり

③さまざまな状況の子育て家庭に対するきめ細かな支援体制づくり

④家庭と仕事を両立させる濃境づくり

⑤子どもの健全な成長を支える濃境づくり

⑥地域ぐるみの子育て支援体制づくり

令和5年度新規事業

①竜王町産後ケア事業 ②子育て短期支援事業

◇出産・子育て応援交付金事業 （令和5年8月9日現在）

伴走型相談支援

①妊娠届出時の面談（対象者31名 実施者31名）

②妊娠7カ月時のアンケート送付（対象者2名 返信者 1名）

③新生児訪問時の面談（対象者14名 実施者14名）

出産・子育て応援ギフト

①出産応援交付金：妊娠届に伴い、面談を実施した妊婦に 5万円を支給

②子育て応援交付金：乳幼児家庭全戸訪問時等に面談を行った養育者に児童 1人につき5万円を支給

令和4年度分出産応援交付金： 85件子育て応援交付金： 54件事業実績： 6,950,000円
令和5年度分出産応援交付金： 24件子育て応援交付金： 11件事業実績： 1,750,000円

主な質疑応答

R こども計画の策定について、今の段階でいつまでを目標としているのか。

＠ こども計画については、計画期間を含めこれから議論を行っていくが、概ね10年ぐらいを想定している。

億田~i紐趾出岨翼誠直“i1
竜王町総合運動公園内の弓道場使用料について、他の施設との整合を図るべく町外個人利用の使

用料を 2倍から1.5倍に改めるとともに、弓道場に「青少年、高齢者および障害者」の使用区分を新

たに設けたいことから条例の一部を改正する。

主な質疑応答

R 「青少年、高齢者および障害者」の使用区分を新たに設けるということだが、弓道場以外の他の施

設についても同様の区分を設けているのか。

◎ 弓道場以外の他の施設についても同様に「青少年、高齢者および障害者」の使用区分を設けている。

竜王町農業振興ビジョンは基本構想と実施計画の2つの構成となっている。

◇基本構想とは…
本町農業の将来像 (30年後）「しが竜王グッドサークル農業」と、この10年間に取り組む基本的

方向として将来像実現に向けた 5つの戦略である。

この10年間に取り組む基本的方向である5つの戦略

戦略1 魅力的な仕事として継続・向上できる「プロフェッショナル農業」

戦略2 町内外の交流を産み出す「観光• 6次化農業」

戦略3 生きがいや福祉、教育など、町民の幸福度が向上する「地消地産・健康農業」

戦略4 竜王町の原風景と濃境を守る「土地利用型農業」

戦略5 未来社会を先導する「循濃型農業」

ヽ

ノ

◇実施計画とは…
基本構想に基づいた今後 5年間で実施する取組と、その中でさらに重要となるものについては、

5つのリーディングプロジェクト（重点プロジェクト）として位置付けた。

r 

リーデングプロジェクト（重点プロジェクト）

1 各集落による話し合いの促進（地域計画の策定）

2 ほ場や土地改良施設の整備

3 観光農園の質・量の充実化

4 農産物直売所への出荷促進

5 学校給食等における町内農産物の利用促進
ノ

主な質疑応答

⑮ ほ場や土地改良施設の整備について、経営効率の高い大区画の農地を整備するということであるが、

どの程度の規模を想定しているのか。

R 農作業の効率化を考えると 1ha規模が想定されるが、耕作者の農業機械の大きさによっては、

O.Sha程度の大きさが適当であると判断できる場合もある。

〇 芦Zより No.205 No.205盆醤恥 〇



中村匡希議員

1 1 I尾川幸左衛門議員

12 I 磯部俊男議員

大前セツ子議員

13 I 福田優三議員

14 I 鎌田勝治議員

15 I小西久次議員

161 森島芳男議員

17 I 澤田満夫議員

・不登校とフリースクール支援は

・鵜川・川守地先の忠魂碑の今後は

・竜王町の洪水による避難は

・竜王町の30年後の農業は

・竜王町の令和 5年度全国学カ・学習状況調査の結

果は

・今までで一番暑い夏の熱中症対策は

・竜王町における高校生以上の引きこもりの実態は

・惣四郎川綾戸地先護岸の工事予定は

・放課後等デイサービスヘの本町の考え方は

・「こどもまんなかの竜王町」に対する機運醸成へ

の取組は

•今後の財政運営は

・竜王町総合運動公園の将来計画は

・竜王町タウンセンター前バス停留所の改善を

・公共施設等におけるトイレの洋式化は

・滋賀竜王工業団地北側の保安林活用の取組状況は

・公共施設の太陽光発電義務化の取組は

・竜王町コンパクトシティ化構想の進め方は

・子育て支援「おむつ提供新生児訪問」の支援延長を※

181橘せつ子議員 I. 3歳未満児の待機児童解消は

・公共施設に大型遊貝を、屋内にキッズスペースの確保を※

・地域公共交通をもっと便利に※

※紙面の都合上、掲載しておりません。

QRコードから、全ての質問がお聴きいただけます。

事 ← 艘罠問拶

令輯坪12月19国（拠予定
議員の質問順は町ホームページでご確認ください。

［ 固議 会事 務局 電話 0748-58-3713 ] 

〇 醤忠より No.205
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地域活性化特別委員会

： Qニー

ヽ~

◇中心核整備（交流・文教ゾーン）の進捗と今後について
・7月21日に土地収用法に基づく公聴会が開催され、 24名の傍聴があり、 2名の公述人が賛成の

立場で意見を述べられたとの報告を受けた。

・8月9日に用地費の番査のため、竜王町公有財産室査委員会が開催された。

・埋蔵文化財試掘調査の結果、遺構が検出されたことから令和 5年9月から令和6年3月にかけて

本発掘調査が実施される。

・交流・文教ゾーン整備の用地取得に伴う地権者等への用地および建物等補償、事業推進費、共同

減歩補償、用地取得遅延補償等について説明を受けた。

主な質疑応答

R 8月9日に開催された公有財産審査委員会において用地費の審査をされたということだが、

用地交渉はいつから行うのか。

◎ 公有財産審査委員会において、諮問した用地価格を審査され、妥当であると答申をいただいたこと

から、県の土地収用法に基づく事業認定が下りた後に、用地交渉を行う。

議会ICT化特別委員会

⑤／図遇謳閥l"』出趾・i閾越凋瓢国』
◇タブレット端末とグループウェアシステムの入札執行状況の確認

7月26日に公告されたが、入札参加者がなかったという報告があり、タブレット端末の導入は遅

れることが想定される。再度の入札会の開催で早期に導入が実現することを期待する。

◇これまでの取組
本委員会は、昨年6月に発足して以降、 10回の委員会と 1回の行政視察で意見交換と確認を行い、

3回のペーパーレス会議システムのデモンストレーションを行った。

検討結果

・タブレット端末はiPadとする。

・ペーパーレス会議システムは、サイドブックスとする。

・タブレット端末の運用規程と内規を策定し、会議中に

は、 SNSやメールなどの情報発信に制約を設けること。

・端末の紛失時の過失によっては、費用を弁済すること。

・セキュリティの留意事項を記載すること。

・運用規程で記載のない詳細な運用ルールについては、

内規を策定し、会議中に閲覧できるウェブサイトの種

類や毎月の通信可能なデータ量を規定する。
議会ICT化特別委員会の様子

No.205盆醤恥 〇



回童霊厠の洪水による避難は

国 適切な時期での避難情報の発令に
努める

祖父川（鵜川地先）氾濫水位の目安

画
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落
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台
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必
要
で
あ

る
。
家
庭
学
習
支
援
と
し

て
学
習
教
材
を
届
け
る
こ

と
や
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
の
面

談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
踏
ま

え
て
、
公
的
な
機
関
や
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
連
携

に
努
め
て
い
る
。

③
ど
う
い
っ
た
施
設
に
対
し

て
支
援
を
行
う
か
の
基
準

に
つ
い
て
、
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
情
報
収
集
に

努
め
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

か
＿

所

リ

各
フ

内
山

県

里r
_
 

ヽれ
る

さ

い
設
て

開
つ

で
行

町
を

一

野

れ
日

入

レ,
l
 

年
け
＿

昨

受

ク

＿
ら
ス

固

気
象
情
報
や
雨
雲
の
動

き
、
河
川
上
流
で
の
降
水
量

や
河
川
水
位
、
ダ
ム
の
放
流

量
、
水
位
観
測
所
の
河
川
水

位
の
実
況
値
と
予
測
値
、
中

小
河
川
に
設
置
し
て
い

る
水

位
セ
ン
サ
ー
で
の
水
位
等
を

確
認
し
て
い
る
。
基
準
点
で

の
水
位
が
避
難
判
断
水
位
、

氾
濫
危
険
水
位
に
達
し
、
さ

ら
に
水
位
の
上
昇
が
見
込
ま

れ
、
災
害
の
切
迫
度
が
高

ま
っ
た
際
に
、
氾
濫
す
る
お

そ
れ
が
高
ま
っ
て
い
る
沿
川

の
地
域
に
対
し
、
高
齢
者
避

難
準
備
、
避
難
指
示
等
の
避

難
情
報
を
発
令
す
る
。

目

町
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連
携
を

強
化
す
る

回

回不登核とフリ＝スク!!!!!!!!!JJ駅支
握は

目 公的な支援も視野に人れ、
ついては検討したい

画

全
国
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
約
24
万
人
と
さ

れ
る
。
本
町
で
は
公
的
な

支
援
と
し
て
自
立
支
援

ル
ー
ム
が
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
最
近
は
民
間
組
織

の
「
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
」

も
新
し
い
受
け
皿
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ

で
次
の
点
を
伺
う
。

①
年
間
30
日
以
上
欠
席
し

た
小
・
中
学
校
の
不
登

校
児
童
生
徒
数
は
。

②
学
校
へ
の
復
帰
を
前
提

と
し
な
い
支
援
の
現

犬
ま
。

、L

ー・

③
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
ヘ
の

公
的
支
援
の
必
要
性
は
。

回
鴫
川
；
厠
守
の
忠
魂
碑
の
今
後
ほ

固

鵜
川
・
川
守
地
先
の

忠
魂
碑
に
つ
い
て
、
次
の

点
を
伺
う
。

①
設
置
の
経
緯
と
管
理
の

現
状
は
。

②
安
全
面
で
の
課
題
は
。

③
刻
銘
板
の
保
存
は
。

④
補
修
ま
た
は
再
建
の
検

討
状
況
は
。

固①
鵜
川
地
先
は
大
正
1
5
年
に

帝
国
在
郷
軍
人
会
鏡
山
分

会
が
寄
附
を
募
り
建
立
し

て
い
る
。
川
守
に
つ
い
て

は
詳
し
い
経
緯
は
不
明
だ

が
旧
苗
村
役
場
の
敷
地
内

で
あ
る
。
両
方
と
も
竜
王

町
遺
族
会
が
定
期
的
な
維

持
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

②
基
礎
部
分
に
亀
裂
な
ど
が

見
ら
れ
る
が
、
現
時
点
で

は
倒
壊
等
の
危
険
性
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。

③
刻
銘
板
に
は
計
3
9
3
人

の
氏
名
が
刻
ま
れ
て
い

圏

現
状
農
業
は
、
米
価

が
下
が
り
、
肥
料
、
燃
料

が
高
騰
し
魅
力
の
な
い
農

業
に
な
っ
て
い
る
が
、

30

年
後
の
農
業
の
将
来
像

「
滋
賀
竜
王
グ
ッ
ド
サ
ー

ク
ル
農
業
」
に
関
連
し
て

次
の
3
点
を
伺
う
。

①
集
落
の
農
事
組
合
法
人

の
専
任
人
材
の
確
保
は

で
き
る
の
か
。

②
今
後
、
集
積
事
業
を
す

る
が
、
非
効
率
な
農
地

に
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

③
農
業
政
策
に
お
け
る
渫

境
問
題
や
災
害
防
止
な

ど
の
取
組
は
。

固①
後
継
者
の
確
保
つ
い
て
は
、

専
任
人
材
の
確
保
が
図
れ

る
よ
う
、
町
を
は
じ
め
関

係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

す
る
こ
と
に
よ
り
支
援

． ． 
- - 』， 

鵜川（左）と川守（右）地先の忠魂碑

基準に

る
。
戦
争
の
記
録
を
伝
え

る
重
要
な
資
料
で
あ
り
保

存
を
協
議
し
て
い

る
。

④
老
朽
化
が
進
み
、
維
持
管

理
を
さ
れ
る
遺
族
会
会
員

の
高
齢
化
等
の
課
題
に
直

面
し
て
お
り
、
戦
後
8
0
年

に
合
わ
せ
て

「平
和
祈
念

す
る
。

②
土
地
条
件
等
に
よ
り
今
後

農
地
と
し
て
の
活
用
が
困

難
な
遊
休
農
地
は
、
非
農

地
と
し
て
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
時
期
と
考
え

て
い
る
。

③
農
地
は
、
作
物
の
生
産
の

非効率な農地（山田）

碑
』

の
建
立
を
検
討
し
て

い
る
。

両
忠
魂
碑
は
解
体
を
進
め

る
が
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
を
次
世
代
に
伝

え
、
同
じ
場
所
に
刻
銘
板
を

設
置
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。

み
な
ら
ず
、
水
源
の
涵
養
、

災
害
防
止
、
生
物
多
様
性

の
確
保
等
々
、
生
活
環
境

を
維
持
し
て
い
く
上
で
必

要
不
可
欠
な
資
源
と
認
識

し
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
講
じ
る
。

国

戦
後
80
年
に
合
わ
せ
て
平
和
祈
念
碑
の

建
立
を
検
討
す
る
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回竃墨町における高校堂以上
の覗塾こもりの実態は
ご家族の思いに寄り添い支援していく国

回竃四町の令和5年度全国学
ヵバ学習祓況調査の緒果は

国 小学校は全国並み、中学校は下回る
中学校のICTの活用は全国を上回る

画

全
国
学
カ
・
学
習
状

況
調
査
に
つ
い
て
次
の

3

点
を
伺
う
。

①
竜
王
町
に
お
け
る
令
和

5
年
度
の
結
果
は
。

②
調
査
結
果
を
受
け
、
今

後
の
取
組
は
。

③
調
査
結
果
で
の
生
活
習

慣
、
学
習
習
慣
の
変

化
は
。

固①
小
学
校
は
、
国
語
が
全
国

平
均
に
若
干
届
か
な
か
っ

た
が
、
算
数
に
つ
い
て
は

全
国
を
上
回

っ
た
。
中
学

校
は
国
語
・
数
学
・
英
語

と
全
国
を
下
回
る
結
果
で

あ
っ
た
が
、
授
業
に
お
け

る
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の

I
C

T
活
用
状
況
は
全
国
を
大

き
く
上
回

っ
た
。

②
「
知
識
・
技
能
」
や
「
思

考
カ
・
判
断
カ
・

表
現

カ
」
に
お
け
る
児
童
生
徒

の
習
得
状
況
を
把
握
し
、

弱
点
を
克
服
す
る
た
め
の

授
業
改
善
や
個
別
指
導
の

取
組
を
進
め
る
。
併
せ

て
、
小
学
校
で
は
徹
底
反

復
学
習
（
竜
王
チ
ャ
レ
ン

ジ
タ
イ
ム
・
脳
ト
レ
）
の

更
な
る
充
実
を
図
る
と
と

固

竜
王
町
に
お
い
て
も

引
き
こ
も
り
状
態
に
あ
る

方
の
数
は
増
加
傾
向
に
あ

る
と
聞
い
て
い
る
が
、
次

の
3
点
に
つ
い
て
伺
う
。

①
高
校
生
以
上
で
学
校
等

に
通
わ
ず
、
就
労
等
せ

ず
に
家
で
過
ご
さ
れ
て

い
る
方
は
竜
王
町
に
何

人
程
度
お
ら
れ
る
か
。

ま
た
把
握
さ
れ
て
い

る
か
。

②
引
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
方
へ
の
将
来
的
な
支

援
、
就
職
支
援
等
含
め
、

ど
の
よ
う
な
対
応
、
支

援
を
さ
れ
て
い
る
か
。

③
引
き
こ
も
り
状
態
に
あ

る
方
の
保
護
者
へ
の
支

援
、
相
談
、
助
言
、
ア

ド
バ
イ
ス
等
、
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
っ
て
い

る
か
。

固①
民
生
委
員
児
童
委
員
に
対

し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、

町
内
で
3
6
人
程

度
の
方
が
引
き
こ
も
り
状

態
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、

正
確
に
把

握
し
て
い
く
こ
と
は
デ
リ

ケ
ー
ト
な
点
が
多
く
、
重

相談窓口の「ふれあい相談発達支援センター」
小学校における授業風景

も
に
、

中
学
校
で
は
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
基
礎
学
力

が
着
実
に
定
着
す
る
よ
う

取
り
組
む
。

③
小
中
学
校
と
も
に
、
就
寝

時
間
や
朝
食
摂
取
率
は
全

国
を
上
回

っ
て
お
り
、
国

委
託
の
「
早
寝
・
早
起

き
•
朝
ご
は
ん
推
進
校
事

業
」
の
効
果
が
出
て
い
る
。

一
方
で
、
読
書
や
家
庭
学

習
に
か
け
る
時
間
が
全
国

を
下
回

っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
読
書
活
動
を
推
将
空
す

る
と
と
も
に
家
庭
へ
の
啓

発
と
家
庭
学
習
に
取
り
組

む
環
境
に
つ
い
て
各
学
校

と
連
携
し
、
改
善
を
図
る
。

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

②
個
別
の
面
談
、
自
宅
へ
の

訪
問
等
も
実
施
し
て
お
り
、

就
労
体
験
や
就
労
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
、
基
本
的
な
労

働
習
慣
に
向
け
た
取
組
を

行
っ
て
い
る
。

③
ど
の
よ
う
な
支
援
が
本
人

に
対
し
て
必
要
か
を
説
明

し
、
「
家
族
に
で
き
る
こ

と
」
を
一
緒
に
考
え
、
ご

家
族
と
現
状
を
共
有
し
、

今
後
の
支
援
や
見
通
し
を

一
緒
に
考
え
て
い
る
。

“ 
や一ー出し文：

仮復旧中の惣四郎川右岸法面

回今までで＝番暑し

目 各学校園へは緊張感をもって指導
助言していく

園

惣
四
郎
川
綾
戸
地
先

で
は
、
昨
年
9
月
14
日
に
、

護
岸
の
一
部
が
ず
れ
落
ち

て
い
る
等
、
住
民
よ
り
指

摘
を
受
け
、
現
在
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
で
覆
い
土
砂
の
流

出
が
起
き
な
い
よ
う
仮
復

旧
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ

る
。
東
近
江
土
木
事
務
所

に
対
応
を
依
頼
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
復
旧

工
事
の
予
定
、
進
捗
状
況

等
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
伺
う
。

固

早
期
の
復
旧
工
事
を
県

に
働
き
か
け
、
令
和
4
年
10

月
か
ら
1
2
月
に
か
け
て
復
旧

工
事
を
行
う
た
め
の
測
量
お

よ
び
設
計
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
令
和
5
年
3
月
に
は
入

札
に
て
工
事
業
者
を
決
定
し

て
い
た
だ
き
、
令
和
5
年
3

月
30
日
か
ら
令
和
6
年
2
月

固

「
命
に
か
か
わ
る
危

険
な
暑
さ
」
の
中
、
登
下

校
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち

は
重
い
水
筒
や
荷
物
を
手

に
持
ち
、
一
時
間
近
く
の

道
の
り
を
歩
く
。
こ
う
し

た
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校

の
負
担
軽
減
と
健
康
維
持

の
た
め
の
冷
水
機
等
の
追

加
配
置
や
熱
中
症
対
策
は
。

固

登

下
校
時
の
ラ
ン

リ
ュ
ッ
ク
の
重
さ
は
「
置
き

勉

（学
校
教
科
書
を
学
校
に

留
め
置
く
）
」
を
認
め
る
こ

と
で
負
担
軽
減
に
努
め
て
い

る
。学

校
で
の
熱
中
症
対
策
と

し
て
は
熱
中
症
計
で
暑
さ
指

2
日
が
エ
期
で
あ
り
、
複
数

箇
所
を
対
象
と
し
た
工
事
で

あ
る
た
め
、
順
を
追
っ
て
進

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
当

該
箇
所
の
工
事
に
つ
い
て
は

出
水
期
後
の
1
0
月
1
6
日
以
降

に
工
事
着
手
を
予
定
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
、
約
30
m
区

間
に
つ
い
て
護
岸
復
旧
工
事

を
行
っ
て
い
た
だ
く
。

四

10
月
1
6
8
以
降
に
工
事
着
手
を
予
定
し
て

い
る

回
惣
四
郎
川
綾
戸
堤
完
謁
鹿
の
工
事

予
定
は

r ,.. • -- -•一
重いランリュックを背負って登校する児童たち

数
を
毎
日
数
回
測
定
し
、
指

数
に
よ
っ
て
は
屋
外
活
動
か

ら
屋
内
活
動
に
切
り
替
え
て

対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

下

校
時
の
体
調
不
良
者
に
は
保

護
者
の
お
迎
え
等
も
お
願
い

し
て
い
る
。
冷
水
機
の
追
加

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
設
置

し
て
い
る
冷
水
機
で
、
休
み

時
間
に
水
筒
に
補
充
し
た
り

大
型
冷
凍
庫
で
タ
オ
ル
等
を

冷
や
し
た
り
し
て
対
応
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
冷

水
機
の
追
加
設
置
が
い
い
の

か
日
傘
や
帽
子
等
の
配
備
が

必
要
な
の
か
等
も
含
め
、
学

校
に
ニ

ー
ズ
調
査
を
行
い
、

対
応
し
て
い
く
。
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一般会計における町債残高の推移

回今徽の財政運置は
目 教育や福祉を衰退させることなく

安定的な財政運営が可能である

回放襲後等后社イサ!!!!!!!!!!!!!Jピスヘの
本町の考え方は

（百万円）

6,000 

4,000 

2,000 

（百万円）

4,000 

3,500 

3,000 

2,500 

2,000 

1,500 

1,000 

500 

゜

4,844 

2、062

4,629 

4、224
4,521 

1,849 

2,672 

H26 Rl R3 R4 

一般会計における基金残高の推移

3,252 
3,461 

Rl 

3,475 

臨 時 財 政 対 策 債

■実質的な町債

R3 R4 

財政調整基金

■減債基金

■特定目的基金

画

本
事
業
に
つ
い
て
、

次
の

4
点
を
伺
う
。

①
現
時
点
で
の
放
デ
イ
利

用
者
数
は
。

②
今
ま
で
、
竜
王
町
内
に

当
該
施
設
が
な
く
て
も
、

近
隣
市
町
の
施
設
を
利

用
で
き
た
こ
と
で
何
と

か
対
象
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
を
維
持
で
き
て
き
た

と
思
う
が
、
今
後
は
竜

王
町
内
に
当
該
施
設
が

必
要
と
考
え
て
い
る
か
。

③
必
要
と
考
え
る
場
合
、

近
隣
市
町
の
状
況
か
ら

鑑
み
て
、
や
は
り
民
間

主
導
型
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
か
。

④
本
事
業
に
参
入
し
た
い

と
手
を
挙
げ
て
い
る
法

人
が
既
に
存
在
し
て
い

る
が
、
事
業
化
が
具
体

的
に
進
展
し
な
い
理
由

は
何
か
。

目 町内に施設は必嬰。参人法人の相談・
支援に取り組む

み 星 19名小鸞 匿
慣町名‘学和
れのが品生 5
た子利校 9年
地ど用生名 7
域も ゜6‘ 月｀ ［ 負掌喜校が 合生点
終住計 4 で

画

町
内
企
業
の
業
績
に

よ
る
法
人
町
民
税
や
固
定

資
産
税
の
影
響
に
左
右
さ

れ
な
が
ら
普
通
交
付
税
が

2
年
ぶ
り
に
交
付
さ
れ

た
。
現
在
ま
で
福
祉
・
教

育
・
ま
ち
づ
く
り
が
二
元

代
表
制
の
も
と
順
調
に
進

め
ら
れ
て
き
た
。
予
算
規

模
も
本
年
度
は
71
億
円
を

超
え
基
金
•
町
債
も
拡
大

し
つ
つ
あ
る
。
教
育
や
福

祉
を
衰
退
さ
せ
る
こ
と
な

く
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

将
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
と
財
政
運
営
の
見
通
し

に
つ
い
て
伺
う
。

了
後
や
学
校
休
業
日
を
過

ご
す
こ
と
は
、
郷
土
へ
の

愛
着
を
育
む
点
や
地
域
の

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の

点
か
ら
町
内
に
同
施
設
は

必
要
と
考
え
る
。

③
近
隣
市
町
の
状
況
と
民
営

の
場
合
は
国
や
県
の
補
助

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間

で
の
運
営
が
望
ま
し
い
。

④
進
展
し
な
い
主
な
理
由
は
、

事
業
を
行
う
場
所
の
確
保

に
苦
慮
し
て
い
る
た
め
。

し
か
し
、
同
施
設
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
た
め
、

今
後
も
引
き
続
き
法
人
と

の
協
議
を
重
ね
支
援
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

固

過
去
1
0
年
間
で
法
人
町

民
税
収
は
令
和
元
年
度
の

1
3
億
円
、
固
定
資
産
税
収
は

令
和
4
年
度
の
2
1
億
円
が
最

も
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
町

内
工
業
団
地
の
企
業
操
業
開

始
に
よ
り
順
調
に
増
加
し
て

い
る
。
町
債
残
高
も
前
年
度

45億
円、

基
金
残
高
は
3
5
億

円
と
な
り
、
町
税
増
加
の
影

響
が
あ
る
。
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
は
、
教
育
や
福
祉
を
衰

退
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
中
心

核
整
備
を
は
じ
め
施
策
事
業

に
対
し
、
国
県
の
補
助
金
の

確
保
は
も
と
よ
り
町
税
・
各

基
金
を
財
源
と
す
る
こ
と
に

よ
り
安
定
的
な
財
政
運
営
が

可
能
で
あ
る
。

放課後等デイサービスルーム

総合運動公園内芝生広場（上）と祖父川河川敷（下）

岡

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

ク
こ
ど
も
ま
ん
な
か
の
竜

王
町
ク
に
は
土
子
育
て
世

帯
で
に
ぎ
わ
う
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
L

と
し
て
、

次
の

3
つ
の
テ
ー
マ
を
も

と
に
地
域
全
体
で
「
こ
ど

も
ま
ん
な
か
の
社
会
」
の

実
現
を
め
ざ
す
と
あ
る
。

①
こ
ど
も
や
子
育
て
す
る

人
に
寄
り
添
っ
た
切
れ

目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
の

充
実
。

②
こ
ど
も
や
若
者
の
意
見

を
尊
重
し
、
必
要
な
施

策
に
活
か
す
し
く
み
づ

く
り
。

③
地
域
全
体
で
こ
ど
も
を

応
援
す
る
機
運
の
醸
成

や
取
組
の
拡
充
。

①
と
②
は
行
政
の
重
層

的
支
援
事
業
の
＿
環
と

し
て
具
体
的
に
取
り
組

ん
で
も
ら
う
と
し
て
、

固

平
成
8
年
に
ド
ラ
ゴ

ン
ハ
ッ
ト
が
供
用
開
始
さ

れ
各
施
設
整
備
が
行
わ
れ

た
が
、
老
朽
化
が
進
み
つ

つ
あ
り
、
長
寿
命
化
計
画

策
定
や
新
た
な
開
発
基
本

計
画
に
取
り
組
ま
れ
て
い

る
が
、
現
在
ま
で
の
取
組

み
状
況
は
。
昨
年
12
月
に

西
エ
リ
ア
検
討
の
説
明

後
、
新
た
な
別
の
計
画
が

示
さ
れ
た
が
、
そ
の
経
緯

に
つ
い
て
伺
う
。

目

滋

賀

国

民

ス

ポ

ー

ツ

大

会

を

見

据

え

改

修

等

を

進

め

る

回

冒

③
に
つ
い
て
は
、
地
域

全
体
で
の
取
組
が
今
後

の
大
き
な
課
題
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
機
運
醸
成
に

向
け
た
町
の
具
体
的
な

取
組
を
伺
う
。

固

「
す
ま
い
る

•
あ
く
し
ょ
ん
宣

言
」
は
各
自
治
会

や
各
種
団
体
へ
の

宣
言
登
録
が
広
が

る
よ
う
に
推
奨
し

て
い
き
た
い
。
具

体
的
に
は
、
区
長

会
や
各
種
会
議
等

を
通
じ
て
、
こ
ど

も
に
関
す
る
取
組

が
地
域
の
活
性
化

等
に
つ
な
が
る
そ

の
意
義
を
伝
え
る

と
と
も
に
、
そ
の

活
動
に
つ
い
て
、

固

長
寿
命
化
計
画
策
定
に

つ
い
て
は
令
和
4
年
度
に
調

査
、
今
年
度
か
ら
修
繕
検

討
・
計
画
の
更
新
を
進
め
て

い
る
。
滋
賀
国
ス
ポ
大
会
も

見
据
え
ド
ラ
ゴ
ン
ハ
ッ
ト
雨

漏
れ
対
策
等
修
繕
を
行
う
予

定
で
あ
る
。
西
エ
リ
ア
の
有

効
利
用
に
つ
い
て
は
関
係
機

関
と
協
議
を
重
ね
、
短
期
的

に
は
国
の
交
付
金
を
活
用
し

芝
生
広
場
の
拡
張
や
ト
イ
レ

改
修
等
を
行
う
。
総
合
運
動

公
園
内
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
施
設
の
整
備
も
検
討
し

た
が
、
関
係
機
関
・
団
体
と

の
協
議
で
、
薬
師
地
先
の
祖

父
川
左
岸
敷
で
整
備
す
る
こ

と
と
し
た
。 一＞ 「（仮称）竜王町こども計画」の策

定にあたり、今年度はニーズ謂
査を実施．

＞ こどもや若者の意見を直接出し
てもらうワークショップやイベント
を予定(11月23日開催予定）．

＞ 次年度以降は、「（仮称）竜王町
こどもまんなか会繕」を設置、 こ
どもや若者の意見聴取の機会
をつくる．

こどもまんなか社会づくりのための具体的方戴
～子青て世帯でにぎわうまちづくりをめざして～

◎こどもや子育てする人に寄り添った切れ目のないサポートの充実

◎こどもや若者の意見を尊重し、必要な施策に活かすしくみづくり

◎地域全体でこどもを応援する機運の醸成や取組の拡充

これまでの各種施策に併せて、次のような取組も検討を進めています．

:I~[:町経
こどもまんなか事業のイメージ

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
S
N
S

等
で
情
報
発
信
し
、
今
あ
る

活
動
を
ク
こ
ど
も
ま
ん
な

か
ク
の
推
進
や
、
こ
ど
も
を

通
し
た
地
域
全
体
の
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
向
け
た
取
組
と

な
る
よ
う
、
地
域
の
機
運
醸

成
に
努
め
た
い
。

目

ク

こ

ど

も

ま

ん

な

か

ク

の

推

進

に

よ

り

地

域

の

機

運

醸

成

に

努

め

る

回

の
篭

への

0は比 No.205 No.205盆憐恥 〇



回盪買配口濃団卿l闊l麗》
俣 の直扶況は

匿 具現化に向けた検討と、保安林解除
についても県に働きかけをしていく

回童霊厠』タウンセンク＝前
パズ停留爾の吸薔を

国 利用者のニーズも聞きながら対応を
検討する

圏

滋
賀
竜
王
工
業
団
地

北
側
の
保
安
林
の
活
用
の

取
組
に
つ
い
て
の
進
捗
状

況
は
。

固

令
和
元
年
と
令
和
3
年

の
定
例
会
に
お
い
て
の
一
般

質
問
を
受
け
、
滋
賀
県
総
合

企
画
部
新
駅
問
題
•
特
定
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
対
策
室
主
催
で

7
回
の
「
滋
賀
竜
王
工
業
団

地
北
側
未
利
用
地
の
利
活
用

に
係
る
研
究
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
そ
の
研
究
会
で
は
、

短
期
的
に
は
保
安
林
の
ま
ま

で
活
用
す
る
方
法
や
中
長
期

的
に
は
保
安
林
を
解
除
で
き

る
見
通
し
の
あ
る
公

益
施
設
や
国
家
的
な

政
策
と
合
致
す
る
施

設
整
備
な
ど
の
活
用

を
模
索
し
て
い
く
と

さ
れ
た
。
ま
た
、
県

の
「
滋
賀
県
庁
県
有

資
産

活
用
の
ひ
ろ

ば
」
に
お
け
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー

に
対
し
令
和
3
年
2

月
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行

っ
た
。

そ
の
結
果
、
保
安

林
部
分
は
散
策
路
な

ど
と
し
て
活
用
し、

滋賀竜王工業団地に隣接する保安林

固

竜
王
町
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
前
バ
ス
停
留
所
は
、

屋
根
が
小
さ
く
囲
い
が
な

い
た
め
、
風
雨
や
風
雪
等

を
凌
ぐ
こ
と
が
で
き
な
い

状
態
で
あ
る
。
役
場
や
公

民
館
等
の
公
共
施
設
に
は

町
内
外
か
ら
高
齢
者
等
の

利
用
が
あ
り
、
バ
ス
を
長

時
間
待
つ
時
な
ど
に
困
っ

て
お
ら
れ
る
状
況
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
雨
風
等

を
凌
ぐ
た
め
に
も
待
合
所

の
改
善
が
必
要
と
考
え
る

が
町
の
見
解
を
伺
う
。

固

竜
王
町
タ
ウ
ン
セ
ン

タ
ー
前
の
バ
ス
停
留
所
は
平

成
2
3
年
度
の
公
民
館
の
コ
ン

バ
ー
ジ
ョ
ン
の
際
に
設
置
し

た
。
現
状
は
、
定
時
運
行
の

路
線
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方

が
短
時
間
の
待
合
に
使
用
さ

れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る

た
め
、

雨
を
凌
ぐ
屋
根
と

3

人
掛
け
程
度
の
ベ
ン
チ
の
み

の
簡
易
な
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
高
齢
の
方
な
ど
に
は
、

現
状
の
停
留
所
で
は
想
像
し

て
い
る
以
上
に
雨
風
等
で
お

困
り
の
こ
と
も
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
役
場
や
公
民
館
に
お

越
し
の
方
が
乗
り
降
り
さ
れ

る
町
の
中
心
の
停
留
所
で
あ

る
こ
と
も
踏
ま
え
、
利
用
者

の
ニ

ー
ズ
も
お
聞
き
し
な
が

ら
、
安
心
•
安
全
・
快
適
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
対

応
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
部
分
は
、
キ
ャ
ン

プ
地
な
ど
の
集
客
を
見
込
め

る
機
能
を
整
備
し
、
複
合
的

な
機
能
を
持
た
せ
た
活
用
方

法
も
あ
り
得
る
と
提
案
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
更

に
具
体
的
な
事
業
者
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
行
う
べ
く
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
系
企
業
お
よ
び
マ

ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
利
用
企
業

を
中
心
に
候
補
先
を
検
討
し

て
い
る
。
引
き
続
き
、
保
安

林
の
ま
ま
で
利
活
用
で
き
る

方
法
に
つ
い
て
具
現
化
に
向

け
た
検
討
を
行
い
つ
つ
、
保

安
林
解
除
に
つ
い
て
も
県
へ

働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

竜王町タウンセンター前バス停留所

曰 回 画

公
共
施
設
や
各
自
治

会
館
等
で
は
ト
イ
レ
の
洋

式
化
が
進
み
つ
つ
あ
る

が
、
ま
だ
和
式
ト
イ
レ
の

施
設
も
あ
る
。
家
庭
で
は

洋
式
ト
イ
レ
の
普
及
が
進

み
、
和
式
ト
イ
レ
の
利
用

の
際
に
は
、
年
齢
に
関
係

な
く
足
腰
に
負
担
が
か
か

る
こ
と
か
ら
大
変
困
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

公
共
施
設
に
は
洋
式
化
を

進
め
、
各
自
治
会
館
等
に

は
和
式
ト
イ
レ
の
洋
式
化

に
伴
う
補
助
金
制
度
の
拡

充
が
必
要
と
考
え
る
が
町

の
見
解
を
伺
う
。

固

高
齢
者
に
と

っ
て
和
式

ト
イ
レ
は
足
や
腰
に
負
担
が

か
か
る
た
め
、
洋
式
ト
イ
レ

の
整
備
が
望
ま
れ
る
。
現
在
、

本
町
の
公
共
施
設
の
う
ち
、

学
校
施
設
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
・

観
光
施
設
な
ど
多
数
の

回

竜王中学校体育館の太陽光パネル

効
率
的
な
導
入
手
法
を
検
討

し
、
整
備
を
順
次
進
め
る
。

方
が
利
用
さ
れ
る
施
設
3
4
施

設
で
は
、
徐
々
に
洋
式
化
が

進
ん
で
い
る
。
高
齢
者
や
身

体
に
障
が
い
が
あ
る
方
へ
の

配
慮
、
今
後
に
お
い
て
外
国

人
の
方
な
ど
が
本
町
を
訪
問

さ
れ
る
ケ
ー
ス
を
考
慮
す
る

と
ト
イ
レ
の
洋
式
化
に
つ
い

て
は
更
に
進
め
て
行
く
必
要

が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

自
治
会
集
会
施
設
の
ト
イ
レ

の
洋
式
化
に
係
る
支
援
制
度

に
つ
い
て
は
、
現
在

・
未
来

へ
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
の
制
度
で
自
治
会
か
ら
の

申
請
に
基
づ
き
交
付
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
ト
イ
レ
の

洋
式
化
に
対
す
る
支
援
を
実

施
し
て
い
く
。

施
設
の
更
新
や
改
修
等
に
合
わ
せ
て
導
人

を
検
討
し
、
整
備
を
順
次
進
め
る

画

公
共
施
設
へ
の
太
陽

光
発
電
義
務
化
の
目
標
ヘ

の
現
状
と
取
組
は
。

固

国
は
、

2
0
3
0
年
度

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量

を
2
0
1
3
年
度
か
ら

5
0
%

削
減
に
向
け
挑
戦
す
る
と
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

本
町
で
は
竜
王
町
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
に
お
い
て

脱
炭
素
化
事
業
の
推
進
方
針

の
中
で
太
陽
光
発
電
と

L
E

D
照
明
の
導
入
、
施
設
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
改
修
等
を
目
指

し
た
取
組
を
推
進
し
て
い

る
。
現
時
点
の
太
陽
光
発
電

設
備
の
導
入
状
況
は
、
竜
王

中
学
校
の
体
育
館
お
よ
び
ド

ラ
ゴ
ン
ス
ポ
ー
ッ
セ
ン
タ
ー

に
設
置
し
て
お
り
、
現
在
進

め
て
い
る
交
流
・
文
教
ゾ
ー

ン
ヘ
の
導
入
も
予
定
し
て
い

る
。
今
後
は
老
朽
化
し
た
施

設
の
更
新
や
改
修
等
と
合
わ

せ
て
、
国
の
制
度
や
財
政
状

況
、
経
費
や
維
持
管
理
費
な

ど
総
合
的
に
勘
案
し
つ
つ

、

改修が待たれる役場の和式トイレ

四

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
更
に
進
め
て
い
く イ

レ
の
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10月2日に初議会が招集され、正副議長、監査委員などの選出を行い、第18期竜王町議会が

スタートしました。

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委

員

長

森

島

芳

男

副
委
員
長
橘
せ
つ
子

～竜王町の発展のために全力を尽くします！！～
雙 委副議

副委 籠 員議長

胄胄胄［塁 璽畠長
員 成

山 森磯鎌澤 会
田 島部 田 田

満
夫

勝
治

俊
男

芳
男

義
明

中
村

匡
希

小
西

久
次

鎌
田
勝
治

議員

画

交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン

だ
け
で
も
当
初
予
算
55.

2
億
円
だ
っ
た
が
、
建
設

資
材
費
高
騰
等
で
さ
ら
に

増
額
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
こ
の
ま
ま
進
め
て
竜

王
町
の
財
政
は
大
丈
夫
か
、

次
世
代
に
借
金
が
残
る
の

で
は
と
、
町
民
の
声
も
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
次

の
2
点
を
伺
う
。

①
予
算
が
増
え
れ
ば
そ
の

起
債
も
増
え
る
が
、
財

政
計
画
を
示
し
、
町
民

の
声
に
納
得
の
い
く
説

明
が
必
要
で
は
な
い
か
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン

タ
ー
と
竜
王
町
公
民
館

の
関
係
に
つ
い
て
、
費

用
も

10億
ー
20
億
円
に

な
り
別
会
計
で
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
町
民
に

丁
寧
な
説
明
が
必
要
で

は
な
い
か
。

固①
適
切
な
財
政
運
営
が
可
能

と
考
え
て
お
り
、

事
業
を

実
施
し
、
町
債
の
借
入
で

実
質
公
債
貨
比
率
の
基
準

超
過
が
見
込
ま
れ
る
場
合

は
、
建
設
事
業
の
実
施
時

期
の
調
整
、
町
債
の
繰
り

上
げ
償
還
等
で
コ
ン

ト

ロ
ー
ル
し
て
い
く
。
財
政

計
画
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期

に
財
政
の
見
通
し
を
お
示

し
す
る
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
全
自
治
会

長
や
住
民
の
方
々
を
対
象

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
中

で
、
公
民
館
は
10
年
後
を

示
す
第
2
期
公
民
館
基
本

計
画
を
策
定
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
規
模
、

整
備
に
係
る
経
貨
、
国
等

の
財
政
支
援
も
検
討
し
、

一
定
の
整
備
方
針
を
お
示

し
す
る
。

園

「
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
が
、
保
育
園
に
入
れ
ず

困
っ
て
い
る
」
と
い
う
声

が
寄
せ
ら
れ
た
。
現
在

3

歳
以
上
児
の
子
ど
も
達
は

全
員
入
所
で
き
て
い
る

が、

3
歳
未
満
児
の
子
ど

も
達
が
入
所
で
き
な
い
状

況
が
あ
る
と
伺
っ
た
。
交

流
・
文
教
ゾ
ー
ン
移
転
時

で
は
年
数
が
か
か
る
た

め
、
早
急
な
対
応
が
必
要

と
考
え
、
次
の

3
点
を
伺

う
。

①
現
在
の

0
、
1
、
2
歳
児

の
待
機
児
童
数
は
。

②
待
機
児
童
解
消
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

③
竜
王
こ
ど
も
園
を
幼
保

連
携
型
に
し
て
、
早
急

に
3
歳
未
満
児
枠
を
設

け
る
こ
と
が
必
要
で

は
。内

山
英
作

議員

若
井
政
彦

議員

橘
せ
つ
子

議員

森
島
芳
男

議員

澤
田
満
夫

議員

中
村
匡
希

議員

礫
部
俊
男

議員

三
宅
政
仁

議員

大
橋
裕
子

議員

山
田
義
明

議員

小
西
久
次

議員

固①
本
町
の
待
機
児
童
数
は

4

月
1
日
で
は

0
人
。
し
か

し
、
入
所
希
望
の
保
護
者

の
方
の
育
休
延
長
等
の
協

力
等
入
所
調
整
に
よ
る
も

の
で
、
年
度
途
中
か
ら
の

入
所
希
望
者
は
定
員
に
達

し
て
い
る
等
に
よ
り
入
所

で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

②
年
々
入
所
希
望
が
低
年
齢

化
の
傾
向
に
あ
る
が
、
年

齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
所

委
員

委
員

委
員

委
員

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委

員

長

磯

部

俊

男

副
委
員
長
大
橋
裕
子

委

員

若

井

政
彦

委

員

鎌

田

勝
治

委
員

山
田

義
明

委
員

小
西

久

次

予
算
決
算
常
任
委
員
会

委
員
長

山
田

義
明

副
委
員
長
三
宅
政
仁

委
員

中
村

匡
希

委

員

若

井

政
彦

委

員

大

橋

裕

子

委

員

鎌

田

勝
治

委

員

橘

せ

つ

子

委

員

澤

田

満
夫

委

員

磯

部

俊

男

委
員

内
山

英
作

委

員

森

島

芳

男

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

内
山

英
作

副
委
員
長
橘
せ
つ
子

委
員

中
村

匡
希

委

員

大

橋

裕

子

委

員

澤

田

満
夫

委

員

磯

部

俊

男

地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

委

員

長

磯

部

俊

男

中
村

三
宅

澤
田

内
山

匡
希

政
仁

満
夫

英
作

を
希
望
さ
れ
る
児
童
が
年

度
途
中
か
ら
も
含
め
全
て

入
所
で
き
る
環
境
を
整
え

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
る
。

③
交
流
・
文
教
ゾ
ー
ン
に
建

設
予
定
の
認
定
こ
ど
も
園

の
あ
り
方
の
一
っ
と
し
て
、

ま
た
子
ど
も

・
子
育
て
支

援
計
画
の
中
で
も
、
保
育

園
の
法
人
と
も
連
携
し
て

検
討
を
進
め
る
。

副
委
員
長
芸
荘
升

政
彦

委
員

中
村

匡
希

委

員

三

宅

政

仁

委

員

鎌

田

勝
治

委

員

橘

せ

つ

子

委

員

森

島

芳

男

議
会
改
革
特
別
委
員
会

委

員

長

鎌

田

勝
治

副
委
員
長
磯
部
俊
男

委
員

中
村

匡
希

委

員

三

宅

政

仁

委

員

若

井

政

彦

委

員

大

橋

裕

子

委

員

橘

せ

つ

子

委

員

澤

田

満
夫

委
員

内
山

英
作

委

員

森

島

芳

男

委
員

山
田

義
明

議
会
選
出
監
査
委
員

内
山

英
作

東
近
江
行
政
組
合
議
会
議
員

代

表

澤

田

満
夫

三

宅

政

仁

ハ
日
市
布
引
ラ
イ
フ
組
合
議
会
議
員

代
表

内
山

英
作

大

橋

裕

子

中
部
清
掃
組
合
議
会
議
員

代
表

中
村

匡
希

若
井

政
彦

回賣疇コンパクトシティ化；
構纏の遣易一は

国 説明は充分と判断、それぞれの時期

に財政の見通しを示す

中心核整備予定地

幼保連携型が望まれる竜王こども園

国

希
望
者
が
す
べ
て
人
所
で
き
る
環
境
を

整
え
る
必
要
が
あ
る

回
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竜

王

町

議

会

広

報

■発
行

・

竜

王

町

議

会

■編
集
・

議
会
広
報
特
別
委
員
会

「
竜
王
新
古
今
八
景
」
と
は
、
町
内

各
地
に
根
付
く
、
風
習
・
人
々
の
生
業
・

現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
地
域

の
価
値
観
・
竜
王
を
形
つ
く
る
新
し

い
顔
を
意
識
し
た
心
象
風
景
で
す
。

大
型
商
業
施
設
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
パ
ー
ク
の

オ
ー
プ
ン
か
ら

13
年
。

施
設
内
は
多
く
の
関
西
弁
に
混
じ
り
、

な
ま

時
折、

近
隣
地
の
お
国
訛
り
が
聞
こ
え
て

く
る
。
最
近
で
は
、
海
外
か
ら
の
来
訪
客

が
増
え
、
日
本
語
に
続
い
て
中
国
語
の
場
内

ア
ナ
ウ
ン
ス
も
あ
る
。
様
々
な
方
面
か
ら
の

来
客
が
絶
え
な
い
国
際
色
豊
か
な
買
い
物

の
名
所
で
あ
る
。

ま
た
、
流
行
に
敏
感
な
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
、
人
気
ブ
ラ
ン
ド
店
が
軒
を
連
ね
、
マ

ス
コ
ミ
に
紹
介
さ
れ
る
飲
食
店
に
は
人
が
溢

れ
る
。
時
代
の
変
化
に
敏
感
な
若
者
文
化

の
発
信
拠
点
で
も
あ
る
。

万
葉
の
時
代
か
ら
当
町
を
行
き
交
う
街

道
が
も
た
ら
し
た
人
と
物
と
の
交
流
文
化
。

古
来
よ
り
培
っ
て
き
た
そ
の
文
化
の
延
長
に

今
の
姿
が
あ
る
。

な
お
、
裏
表
紙
の

「
竜
王
八
景
」
は
、

川
守
の
雪
野
山
と
妹
背
の
里
で
す
。
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第17期竜王町議会議員

、L宝［
環境に配慮 し、再生紙及び植物油インキを使用 しています

No.205贔霜より 。
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